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お
説
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が
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し
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う
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け
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き
な
り
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暖
冬
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外
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ま
す
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 あいあいスポーツ

クラブたらぎの「フ

ラワーアレンジメン

ト」コース（講師：

坂田陽子さん、会員

１５名）のメンバーが

「洋ランによる正月

風アレンジメント」を

行いました。スポー

ツメインのプログラ

ムの中、異色ではあ

りますが「いきいき

と元気で、いくつになってもできるという目標は、お花はスポーツでは

ないけれども、その一つなのかな」と坂田さんは感じられているそうで

す。実際、会員皆さんの笑顔とおしゃべりの絶えない、活気のある教室

となっていました。当日は「お花のしめ縄飾り」と「生花アレンジメン

ト」の２作品に挑戦しました。多良木町槻木の黒木鶴子さんは「花を飾

るのが好きで、四季の花を食卓に置いています。いつまでも続けたいで

す」と、出来栄えに満足そうでした。

また坂田さんは「きれいとかかわいい

とか”美”を身の回りで感じることが

大切。苦手とかセンスではない」と話

されていました。 

活動：月2回（第２火曜日の夜間、 
   第４水曜の午前中） 

場所：多目的研修センター1階 
材料費：平均￥８００ 

あさぎり町岡原南 

田代 晃
ひかる

さん  上球磨消防署 

「まだまだ学ぶことばかりですが、地域の

人たちに慕われるような人になりたいで

す。時間があれば、旅行（スキーやスノー

ボード）にも行ってみたいですね」 

 

平
成
２
２
年
１
月
４
日
に
多
良
木
町
（
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
Ｉ
）
と
、

あ
さ
ぎ
り
町
（
須
恵
文
化
セ
ン
タ
Ｉ
）
に
お
い
て
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
多
良
木
町
で
１
２
８
名
、
あ
さ
ぎ
り
町
岡
原
で
４
４
名
が
、
新
成
人

と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。 

（あさぎり町岡原地区の新成人の皆さん） 

（
多
良
木
町
の
成
人
式
会
場
。 

前
列
は
、
新
成
人
代
表
の
皆
さ
ん
） 

あさぎり町岡原南  

  溝辺 愛友美
み ぞ べ  あ ゆ み

さん 

      （大学生） 

 「今まで親に頼ってば

かりだったので、学費以

外で親に頼らず、大学に

遅刻せず、無事に卒業す

ることと国家試験に合格

することが目標です。こ

れからは、フラワーアレ

ンジメントやパソコン関係

の資格などたくさん取り

たいです」 

 瀬戸山 陵斗さん 
 多良木町黒肥地 

      （人吉郵便局） 

「成人式を機会により一

層、自覚と責任を持ちたい

と思います。まだまだ未熟

なのでこれから一人前の大

人として成長していきたい

です」 

 野田 英臣さん 
 多良木町黒肥地 
     （上球磨消防署） 
「２０歳になったので一人の

大人としての自覚を持ち社会

（地域）のために貢献で

き、また地元の方に信頼さ

れる人に成りたいです」 

  黒木 瞳さん  
 多良木町黒肥地（大学生） 

「友達と色々話したんですけ

ど、みんないろんな道に進んで

るんだなと思いました。私も今

夢があるので、実現出来るよう

に毎日頑張りたいと思います」 



          「子供達の思い出に残ることをやりたい」との    

          思いで、「どんどや」を始めたのは、多良木町 

          多良木の「１０区の１を良くする会」（会長： 

          松田了一さん）で、今年で３回目の開催となり 

          ました。約１０メートルの高さまで組まれた櫓に 

          火が放たれると、歓声が上がり、熱気に包まれ 

          ました。 

          参加した川口勝仁
かつひと

君（多小４年）は「見ていて 

          怖いし、熱かった」と、どんどやの火勢に圧倒 

          された様子でした。また同会で夏場には「ソーメ

ン流し」を計画されているそうですが、「自然に囲まれ、皆と出会えて

良かったと思えるような街づくりを続けていきたい」と、松田会長は話さ

れていました。その後ぜんざいが振る舞われ、皆で舌鼓を打ちなが

ら、楽しい思い出作りができました。 
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あさぎり町岡原北 

原口 涼花ちゃん（５歳） 
  （専立寺保育園・きく組） 

父：原口 政美さん 

母：原口 代里子さん 

姉：原口 蘭花ちゃん（８歳） 
子供さんへのメッセージ 

蘭花お姉ちゃんと仲良く、たくさん 

遊んで元気に育ってね。 

 もうすぐ１年生のもも組５人と、大きく成長したばら組４人。 

 みんな仲良く、いろいろなことに挑戦しています。 

 遊びに来てください。待っています。 

園長：山田 信雄先生 

担任（もも）：植原 一喜先生、担任（ばら）：淵上 ひとみ先生 

 １月１１日９時から、多良木地区少年柔道会と多良木中学校柔道部と合

同で年頭行事の鏡開きが行われました。 

 多良木警察署から王宮神社まで、走って行き、参拝した後、帰りの 

道路沿いを小学生は多良木署まで、ゴミや空き缶拾いの美化作業を 

して戻りました。中学生は通学路周辺のカーブミラーの清掃をしまし

た。コーチの永田勝行さんは「青少年育成の為に始めて今年で１３回目

になります。夏冬の合宿の時に２回やっています。もうすぐ大会もある

ので、一つでも多く勝つように、子供達と一緒に頑張りたいです」と話

されました。 

 キャプテンの水田祐樹君は、「去年よりゴミが多かった。大変だった

けどキレイになって良かったです。道に落ちているゴミがあったら、積

極的に拾っていきたいです」と話してくれました。 

応募資格：懸賞締切日の翌月を含む６カ月以上の熊日購読契約をさ

れる方。または、懸賞締切日の翌月を含む６カ月以上熊日をご購読

されている方。 

応募方法：熊本日日新聞掲載のキャンペーン広告内「応募シート」

に必要事項をお書きの上、はがきに貼り、ご応募下さい。または、   

くまにちコム（http://kumanichi.com/syokuko/)からの応募もできま
す。「応募シート」は、熊日朝刊に随時掲載します。 

 毎年、この時期に県下の

特別支援学校知的障害教

育学校１１校約６５０人の児

童生徒が集まって、マラソ

ン大会が開催されます。今

年は、１月２０日（水）に熊

本県民総合運動公園で行

われました。本校の中学部

１１人、高等部３７人が出場

し、スマイルコース（0.7ｋｍ）を始め、チャレンジコース（4.2ｋｍ）
までの４コースに分かれ、精一杯自分の力を出しながら走りきりまし

た。自己ベストを目指す生徒、完走することを目指す生徒、体力の向

上や安定した歩行を目指す生徒など一人一人の目標に応じて取り組み

ました。２.７ｋｍコースでは、中学部３年生の源島涼子さんと平田翔太
くんが見事優勝しました。また、お互いの頑張りを励まし合い、完走し

た喜びを分かち合いながら他の学校の生徒達との交流を深める機会と

もなりました。      （原稿・写真提供：県立球磨養護学校） 

（美化作業に励む多良木地区少年柔道会のメンバー） 


